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（
記
念
会
）

事
業
報
告

。
「
懐
徳
堂
絵
は
が
き
」
第
四
集
昭
和
六
十
二
年
三
月
刊
行
（
友
の
会

と
共
同
刊
行
）
。
中
井
竹
山
陶
印
「
子
疫
」
、
中
井
履
軒
破
璃
印
「
水

哉
」
・
銅
印
「
天
楽
」
、
中
井
履
軒
印
「
履
道
坦
々
幽
人
貞
吉
」
・
陶
印
「
水

哉
」
・
陶
印
「
慮
」
、
中
井
家
旧
蔵
青
貝
印
厘
の
四
枚
一
組
で
あ
る
。

。
ッ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
「
懐
徳
堂
と
近
世
思
想
」
友
の
会
と
共
催
で
昭
和
六

十
二
年
三
月
二
十
八
日
・
ニ
十
九
日
実
施
。

。
昭
和
六
十
二
年
春
季
講
座

大
阪
大
学
文
学
部
な
ら
び
に
大
阪
府
立
文
化
情
報
七
ン
タ
ー
と
の
共

催
で
、
同
セ
ソ
タ
ー
を
会
場
に
五
月
二
十
五
日
（
月
）
よ
り
三
十
日

（
土
）
ま
で
開
催
。
月
！
金
は
午
後
六
時
半
、
土
は
午
後
二
時
よ
り
各

日
二
時
問
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
現
代
的
な
問
題
性
を
有
す
る
テ
ー

マ
だ
け
に
、
多
く
の
関
心
を
集
め
、
大
変
な
盛
会
で
あ
っ
た
。

〈
生
命
の
倫
理
・
医
の
倫
理
〉

日

本

人

の

死

生

観

大

阪

大

学

キ

リ

ス

ト

教

の

死

生

観

岡

山

大

学

仏

教

の

死

生

観

大

阪

大

学

生

命

と

医

の

哲

学

奈

良

県

立

医

科

大

学

医
療
技
術
の
発
達
と
倫
理
の
問
題
京
都
教
育
大
学

彙
粟

報 報

大
峯

金
子

荒
牧

池
辺

加
茂

直義典晴
樹教俊勇顕

近

代

哲

学

と

生

命

の

問

題

大

阪

産

業

大

学

河

井

徳

治

。
懐
徳
堂
記
念
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
「
徳
川
思
想
」
友
の
会
と
共
催
で

昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日
間
開
催
。

。
昭
和
六
十
二
年
秋
季
講
座

大
阪
大
学
文
学
部
・
大
阪
府
立
文
化
情
報
七
ソ
タ
ー
と
共
催
。
九
月
二

十
七
日
（
日
）
は
梅
田
七
ソ
タ
ー
ビ
ル
内
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
会

議
室
で
午
後
二
時
よ
り
五
時
ま
で
二
つ
の
講
演
が
行
な
わ
れ
、
二
十
八

日
（
月
）
か
ら
十
月
一
日
（
木
）
ま
で
は
府
立
文
化
情
報
七
ン
タ
ー
で

午
後
六
時
か
ら
七
時
半
ま
で
各
―
つ
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
は

国
際
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
「
徳
川
思
想
」
と
並
行
し
て
開
催
さ
れ
、
変
則
的

な
日
程
と
な
っ
た
。
初
め
て
海
外
か
ら
諧
師
を
招
き
、
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

参
加
者
の
出
席
も
多
く
、
国
際
色
豊
か
な
熱
心
な
聴
講
風
景
が
見
ら
れ

た
。
出
席
者
数
も
初
日
が
二
百
名
を
超
え
た
の
を
始
め
、
連
日
盛
況
で

あ
っ
た
。

〈
徳
川
思
想
〉

近
世
町
人
社
会
と
徳
川
思
想

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
儒
教
の
展
開

近
世
儒
教
に
お
け
る
理

荻
生
祖
裸
の
思
想

朝
鮮
思
想
史
か
ら
見
た
儒
学

近
世
後
期
関
西
に
お
け
る
実
学

大
阪
大
学

京
都
大
学
（
名
）

国
際
基
督
教
大
学

千
葉
大
学

元
高
麗
大
学

京
都
教
育
大
学

役
員
動
静

。
昭
和
六
十
一
年
七
月
三
十
一
日
、
石
井
久
夫
評
議
員
退
任
。

。
昭
和
六
十
一
年
八
月
一
日
、
十
文
字
孝
夫
大
阪
大
学
事
務
局
長
、
評
議

―1
0
 

脇
田

島
田

源尾
藤

金末
中

哲 容 正 了 虔
夫沃英圃次修



幽

報

員
に
就
任
。
（
右
二
項
、
本
誌
五
十
五
号
彙
報
に
補
足
）

。
飯
島
幡
司
評
議
員
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
十
一
日
逝
去
。

。
山
田
信
夫
評
識
員
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
六
日
逝
去
。

。
理
事
の
任
期
更
新
を
全
員
五
月
一
日
に
改
め
る
旨
の
理
事
会
決
議
に
基

づ
き
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
三
十
日
、
理
事
堀
田
庄
三
、
上
野
淳
一
、

熊
谷
信
昭
、
当
津
武
彦
、
宮
本
又
次
の
五
氏
、
退
任
。
五
月
一
日
付
で

全
員
重
任
。

会
務
報
告

。
昭
和
六
十
二
年
四
月
十
七
日
、
懐
徳
堂
記
念
会
理
事
会
評
議
員
会
を
住

友
銀
行
本
店
会
識
室
に
て
開
催
。
堀
田
理
事
長
欠
席
の
た
め
、
当
津
理

事
が
談
長
を
代
行
し
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て

役
員
人
事
に
つ
い
て
（
理
事
の
任
期
更
新
の
時
期
を
全
員
五
月
一
日

に
改
め
る
件
に
つ
い
て
）

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て

な
お
、
出
席
は
熊
谷
信
昭
、
当
津
武
彦
、
弘
世
現
、
宮
本
又
次
の
理
事

四
名
、
加
地
伸
行
、
片
山
良
展
、
子
安
宣
邦
、
信
多
純
一
、
時
野
谷

勝
、
日
比
野
丈
夫
、
宮
地
裕
、
脇
田
修
の
評
議
員
八
名
、
上
中
国
夫
、

梅
田
治
の
幹
事
二
名
、
計
十
四
名
で
あ
っ
た
。

（
友
の
会
）

事
業
報
告

。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
八
日
・
ニ
十
九
日
、
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
「
懐
徳

堂
と
近
世
思
想
」
を
K
K
R
大
阪
（
旧
共
済
会
館
）
及
び
誓
願
寺
に
て

開
催
。
参
加
者
は
日
本
思
想
の
研
究
者
を
中
心
と
し
て
約
七
十
名
。
左

記
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

三
月
二
十
八
日

中

井

竹

山

の

狙

裸

学

批

判

を

め

ぐ

っ

て

藤

本

懐

徳

堂

の

実

学

と

山

片

蝠

桃

小

堀

異
学
の
禁
か
ら
幕
末
陽
明
学
ヘ
ー
大
塩
中
斎
を
中
心
に
ー荻

生
頼

近
世
後
期
朱
子
学
の
正
学
・
異
学
観

三
月
二
十
九
日

戦
後
狙
裸
論
批
判
ー
初
期
丸
山
学
説
の
検
討
を
中
心
に
1平

石

直

昭

九
月
二
十
八
日
よ
り
三
十
日
ま
で
、
懐
徳
堂
記
念
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

「
徳
川
思
想
」
を
大
阪
府
立
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
参
加
者

は
約
―
二

0
名
。
左
記
の
報
告
が
あ
っ
た
。

九
月
二
十
八
日
〈
前
期
徳
川
儒
教
の
特
質
〉

二
つ
の
「
理
」
ー
崎
門
学
派
の

It
普
遍
“
感
覚

伊
藤
仁
斎
ー
共
生
の
倫
理

山
崎
闇
斎
の
思
想
的
特
質

田
尻
祐
一
郎

黒

住

真

高

橋

文

博
茂
博

棋
一 雅

彦
一
正



山
崎
闇
斎
の
「
神
代
巻
」
に
お
け
る
解
釈
学

ー
典
型
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
態
と
し
て
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ー
ム
ス

九
月
二
十
九
日
〈
徳
川
思
想
に
お
け
る
狙
裸
〉

「

風

俗

」

論

へ

の

視

角

中

村

〈

方

法

〉

と

し

て

の

古

文

辞

学

澤

井

狙
裸
学
の
一
波
紋
ー
心
法
論
否
定
の
問
題
と
松
宮
観
山

小
島

平
石

狙
練
学
の
再
構
成
1

―
つ
の
解
釈
の
試
み
ー

九
月
三
十
日
〈
懐
徳
堂
と
十
八
世
紀
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉

懐
徳
堂
に
お
け
る
無
鬼
論
の
確
立
ー
中
井
竹
山
を
中
心
に陶

十
八
世
紀
後
半
儒
学
の
再
検
討

ー
折
衷
学
、
正
学
派
朱
子
学
を
め
ぐ
っ
て
ー

昌
平
羮
朱
子
学
と
洋
学

恢
徳
堂
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ー
普
遍
性
•
生
産
・
科
学

テ
ツ
オ
・
ナ
ジ
タ

。
懐
徳
忌
及
び
中
井
甍
庵
•
竹
山
•
履
軒
三
先
生
墓
碑
開
眼
法
要

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
九
日
、
誓
願
寺
（
大
阪
市
南
区
上
本
町
）
に

て
開
催
。
午
後
二
時
よ
り
本
堂
で
山
中
昌
弘
住
職
に
よ
っ
て
第
四
回
恢

徳
忌
法
要
が
営
ま
れ
、
弘
世
現
会
長
、
当
津
武
彦
副
会
長
の
代
表
焼
香

の
あ
と
、
参
加
者
が
焼
香
。
続
い
て
墓
地
に
て
中
井
三
先
生
墓
碑
開
眼

法
要
が
営
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
一
階
広
間
で
、
弘
世
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
頼
棋
一
・
広
島
大
学
教
授
に
よ
る
諧
演
「
中
井
家
と
頼
家
」
が

行
な
わ
れ
た
。
午
前
中
、
同
寺
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
た
め
、

引
き
続
い
て
出
席
し
た
人
も
多
く
、
参
加
者
は
約
六
十
名
。

粟

報

辻
本

梅
澤

雅
史

秀
夫

徳
民

康
敬

寵
昭

春
作

啓
一

。
「
懐
徳
堂
絵
は
が
き
」
第
四
集

昭
和
六
十
二
年
一
二
月
、
記
念
会
と
共
同
刊
行
。

。
「
恢
徳
堂
・
友
の
会
だ
よ
り
」

第
十
三
号
は
昭
和
六
十
二
年
一
月
、
第
十
四
号
は
同
四
月
、
第
十
五
号

は
同
八
月
発
行
。

。
懐
徳
堂
古
典
諧
座
（
古
典
を
読
む
会
）

昭
和
六
十
二
年
度
と
し
て
次
の
各
コ
ー
ス
が
開
講
さ
れ
た
。
受
講
料
は

各
コ
ー
ス
各
期
毎
に
三
千
円
（
会
員
外
五
千
円
）
。

前
期
（
四
月
！
八
月
）

新
阪
急
ビ
ル
・
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
て
午
後
六
時
よ
り
。

「
論
語
と
易
を
読
む
」
（
毎
月
第
一
月
曜
）
加
地
伸
行
・
山
口
久
和

「

十

八

史

略

を

読

む

」

（

毎

月

第

二

月

曜

）

平

木

康

乎

「
江
戸
漠
詩
を
読
む
」
（
毎
月
第
三
月
曜
）
黒
川
洋
一

「
和
歌
を
読
む
ー
万
葉
集
か
ら
現
代
短
歌
ま
で
」

（
毎
月
第
一
金
曜
）
島
津

「
仏
典
を
読
む
ー
釈
迦
の
伝
説
」
（
毎
月
第
三
金
曜
）
荒
牧

九
月
特
別
諧
座
「
三
国
志
を
読
む
（
そ
の
一
）
」

ダ
イ
キ
ン
工
業
（
株
）
会
議
室
に
て
午
後
六
時
よ
り
。

九

月

四

日

後

漢

時

代

か

ら

三

国

時

代

へ

中

村

九

月

七

日

諸

葛

孔

明

と

三

顧

の

礼

加

地

九

月

十

一

日

赤

壁

の

戦

と

曹

操

山

口

九

月

十

四

日

竹

林

の

七

賢

平

木

九

月

十

八

日

三

国

時

代

の

詩

文

富

永

後
期
(
+
月
！
昭
和
六
十
三
年
二
月
）

新
阪
急
ビ
ル
・
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
て
午
後
六
時
よ
り
。

圭
爾

伸
行

久
和

康
平

一
登

忠
夫

典
俊



梨

報

役
員
動
静

。
堀
内
宏
昭
協
議
員
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
十
日
逝
去
。

「
論
語
と
易
を
読
む
」
（
毎
月
第
一
月
耀
）
加
地
伸
行
・
山
口

「
十
八
史
略
を
読
む
」
（
毎
月
第
二
月
耀
）
平
木

「
漠
詩
を
読
む
ー
菅
茶
山
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
」

（
毎
月
第
三
月
耀
）
黒
川

「
仏
典
を
読
む
ー
釈
迦
の
伝
記
」
（
毎
月
第
一
金
耀
）
荒
牧

「
源
氏
物
語
（
桐
壺
）
を
読
む
」
（
毎
月
第
二
金
耀
）
伊
井

「
江
戸
の
思
想
を
読
む
」
（
毎
月
第
三
金
耀
）
子
安

。
新
収
資
料
展

昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
五
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で
、
大
阪
府
立
文
化

情
報
セ
ン
タ
ー
第
一
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開
催
。
こ
こ
一
両
年
に
入
手
し
た

並
河
寒
泉
文
庫
、
逆
瀬
家
旧
蔵
資
料
、
中
井
蕉
園
屏
風
の
内
、
主
な
も

の
二
十
九
点
を
展
示
。

。
資
料
収
集

「
土
橋
九
郎
右
衛
門
宛
伊
藤
東
涯
書
箇
」
一
点
（
昭
和
六
十
二
年
度
）
。

な
お
、
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
と
し
て
、
掛
軸
―
―
―
点
の
補
修
お
よ
び
桐

箱
十
一
点
の
購
入
を
行
な
っ
た
。

。
見
学
会

第
七
回
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
七
日
、
白
鹿
記
念
酒
造
樽
物
館
（
西
宮

市
）
。
案
内
は
同
館
事
務
長
の
南
野
武
衛
氏
。
参
加
は
四
十
七
名
。

第
八
回
、
九
月
二
十
三
日
、
南
海
難
波
駅
に
集
合
、
帝
塚
山
古
墳
周
辺

か
ら
天
王
寺
公
園
に
移
り
、
炭
沢
園
を
見
学
。
案
内
は
矢
内
昭
氏
（
清

水
谷
高
校
教
諭
）
。
参
加
は
四
十
九
名
。

宣春典洋
邦樹俊

久
和

康
平

。
四
月
一
日
、
運
営
委
員
の
合
阪
学
、
柏
木
隆
雄
、
神
林
恒
道
、
信
多

純
一
、
塚
弼
智
の
五
氏
退
任
に
伴
い
、
荒
牧
典
俊
、
高
橋
正
、
玉
井

障
、
辻
成
史
、
浜
島
敦
俊
の
五
氏
、
運
営
委
員
に
就
任
。

。
五
月
一
日
、
協
議
員
の
大
久
保
昌
一
、
後
藤
調
の
二
氏
退
任
に
伴
い
、

中
西
正
明
、
矢
守
一
彦
の
二
氏
、
協
議
員
に
就
任
。

。
七
月
二
十
一
日
、
新
開
陽
一
協
談
員
退
任
に
伴
い
、
宮
本
匡
章
氏
、
協

議
員
に
就
任
。

。
十
月
一
日
、
小
松
康
監
事
退
任
に
伴
い
、
巽
外
夫
氏
、
監
事
に
就
任
。

。
+
―
一
月
一
日
、
山
本
登
協
議
員
退
任
に
伴
い
、
坂
上
敏
子
氏
、
協
議
員

に
就
任
。

会
務
報
告

。
昭
和
六
十
二
年
一
二
月
十
日
、
運
営
委
員
会
を
日
本
生
命
本
社
会
誂
室
に

て
開
催
。

。
四
月
十
七
日
、
協
議
会
・
監
事
会
を
住
友
銀
行
本
店
会
議
室
で
開
催
。

弘
世
会
長
を
謡
長
と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
識
を
行
な
い
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

役
員
人
事
に
つ
い
て
（
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
並
び
に
三
月
末
日

で
任
期
満
了
と
な
る
役
員
に
引
き
続
き
二
年
間
の
任
期
で
就
任
を
お

願
い
す
る
件
に
つ
い
て
）

昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て

新
収
資
料
（
中
井
蕉
園
筆
屏
風
二
点
）
の
報
告
と
大
阪
大
学
へ
の
寄

贈
に
つ
い
て

な
お
、
出
席
は
弘
世
現
会
長
、
当
津
武
彦
副
会
長
、
山
田
稔
副
会
長
の

三



ほ
か
、
安
部
川
澄
夫
（
代
理
）
、
梅
本
純
正
（
代
理
）
、
熊
谷
信
昭
、
鈴

木
敬
、
中
西
正
明
、
宮
本
又
次
の
協
議
員
六
名
、
川
勝
堅
二
（
代
理
）
、

彙

報

600
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

印

刷

株

式

会

社

瞬

麟

同

朋

舎

560
豊
中
市
待
兼
山
町
一
ー

編

集
発

行

懐

徳

堂

網
集
責
任
者
・
当

記

念

会

津

武

彦

懐

徳

第

五

六

号

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

小
松
康
（
代
理
）
の
監
事
二
名
の
計
十
一
名
。
運
営
委
員
八
名
が
陪
席

し

た

。

（

岸

田

記

）

大
阪
大
学
文
学
部
内

―
―
四




